
図－2　成道寺川におけるゲンジボタル（成虫）の飛翔個体数
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  井芹川支流（西浦川・成道寺川）における自然を活かした河川計画の提案 
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1. はじめに 
これまで，治水・利水という名目で生物に最適であった環境を人間の都合に合わせた河川改修を行ってきた．

その結果，ホタルなどの生物が生息できる河川は少なくなってきた．熊本市北西部に位置する 2級河川井芹川

の支流，西浦川・成道寺川においては，現在でも多くのゲンジホタルが生息し，生物にとって比較的良い環境

と考えられる．特に，西浦川においては「熊本ホタルの里 100選」に選定されておりゲンジボタルが比較的多

く生息している河川である．しかし，この地区でも将来的に新幹線・熊本西環状道路事業に伴う環境の変化に

よりゲンジボタルの個体数の減少が考えられる． 
そこで本研究では，西浦川においては現在の環境を調査し，ホタルの個体数減少に歯止め掛けるための解決

策を提案する．また，成道寺川においては現河川環境を保全しなければならないが，この地域に熊本西環状道

路が施工されるにあたり，将来もしこれらの河川が改修されるとなったときに元来の自然環境を保全できるよ

うな工法を提案を目的とした． 
2. 調査概要 

2-1 調査地域            
熊本市北西部に位置する 2級河川井芹川の支流である

西浦川・成道寺川において調査を実施した．（図－1） 
2-2 調査方法・調査期間 
 2004年 4月末から 6月末までの 2ヶ月間，西浦川・成

道寺川においてゲンジボタルの飛翔個体数をラインセ

ンサス・カウント法にて実施した．また，西浦川におい

て河川状況の調査として護岸状況・河床状況をも併せて

調査した．

3. 調査結果及び考察 

3-1 ゲンジボタルの飛翔個体数調査結果                                    

西浦川を L.1 から L.5 までの 5 区間（図－1）に分け，

2004 年度において確認された区間ごとのゲンジボタルの

頭数から 100ｍ当りの出現率を算出した．その結果，照明

が 3ヶ所設置してある L.5では平均 214頭，民家があり照

明が 1ヶ所設置してある L.1では平均 775頭であった．こ

れに対し，人工的な光の影響が殆ど無い L.2.3.4 区間では

平均 1000 頭以上であった．このことから照明などの人工

的な光はゲンジボタルの生息に影響があると考えられる．

次に，成道寺川では過去 2年間の資料と 2004年の調査資

料を基に 2002年～2004年までの成道寺川におけるゲンジ

ボタルの確認飛翔個体数を図－2に示す．まず成道寺川に

おいては，2004年は確認個体数が減少している．また，2002
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年・2003年の最多発生日は 5月 21日・22日であるのに対し 2004年は，5月 27日と 5日ほど最多発生日が遅

くなっている．個体数減少の原因は年ごとのの個体数の変動，もしくは成道寺川上流付近において行われてい

る熊本西環状道路事業が影響しているのではないかと考えられる．2004 年に最多発生日が遅れた原因は天気

や気温，湿度などの気象条件が密接に関係していると考えられる．                                          

3-2 西浦川における河川状況調査結果 

西浦川において，河川の状況を調査した．調査方法として，前述の 5区間ごとに護岸・河床の写真を撮影し

て評価した．その画像を写真 1～4 に示す．この結果から，L.1 では，川床に大きな礫が多数あり，川の流れ
が複雑になっていた．また，民家と照明が 1ヶ所設置してあり人工的な光の影響があると考えられる．L.2で
は，両岸がコンクリートにより施工されていない石積み護岸の区間があった．また，河川を覆うように木が張

り出していてホタル生息にとって比較的よい環境ではないかと考えられる．L.3では，雑草が生えやすいよう
に穴の開いた特殊なコンクリートブロックで護岸されていた．また，人工的に淵と瀬が作ってあった．L.5で
は照明が 3ヶ所設置してありホタルの発光活動に支障があると考えられる．全体としては，調査区間だけでも

6ヶ所に堰があり，魚の遡上も否めない状況であった． 

    
写真 1 L.1の河床状況 写真 2 L.2の石積み護岸   写真 3 L.3の特殊ブロック 写真 4 L.5の照明 

4. 提案 

今回の調査から西浦川・成道寺川における河川工法を以下のように提案する．まず西浦川では，堰に魚道を

設置し魚類の遡上を可能にする．特に L.3では将来，新幹線・熊本西環状道路が施工されるにあたり照明によ
る光の影響が考えられる．そこで，遮光ネットやスポット照明などの対策が必要である．また L.1・L.5 では
現在設置してある照明をホタルの飛翔期間消灯，もしくは河川に光が漏れないようにスポット照明に変えるな

どの対策が必要である． 
次に成道寺川では，現在の未改修区間の環境を壊すことなく環境に配慮した護岸工法として，石積み護岸又

は蛇籠工法を提案する．また，現在の畦道の上に木道を設け護岸を保護することも必要であると考えられる．

さらに，熊本西環状道路からの光の影響が考えられるので，西浦川と同様に遮光ネットやスポット照明が必要

である． 
5. まとめ 
本研究で，西浦川・成道寺川におけるゲンジボタルの調査，及び河川工法の提案を行った．今後，新幹線・

熊本西環状道路事業に伴い河川環境の変化が考えられる．引き続き調査を行い，新幹線・熊本西環状道路事業

がどのくらい河川環境に影響を与えるかを調べることが必要だと思われる． 
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